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中
国
研
究
集
刊 

珍
号
（
第
六
十
四
号
）
平
成
三
十
年
六
月　

六
八
︱
八
六
頁

は
じ
め
に

江
戸
時
代
、
大
阪
に
あ
っ
た
漢
学
塾
・
懐
徳
堂
で
は
、
四
書
を

中
心
に
儒
教
の
経
書
が
講
じ
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
、
軍

記
も
重
ん
じ
ら
れ
、
副
教
材
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
（
注
1
）
。
そ
し

て
、
漢
作
文
の
練
習
と
し
て
、
和
文
の
史
談
を
漢
訳
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
懐
徳
堂
関
係
者
の
著
作
の
中
に
同

じ
話
を
複
数
の
人
が
漢
訳
し
て
い
る
実
例
が
あ
る
こ
と
で
確
認
で

き
る
。

本
稿
で
は
、
並
河
寒
泉
『
文
通
』
に
見
え
る
漢
作
文
に
対
す
る

考
え
を
確
認
し
た
上
で
、
中
井
履
軒
の
子
・
柚
園
著
『
紫
蘭
叢
』

『
柚
園
数
記
』、
履
軒
の
弟
子
・
三
村
崑
山
著
『
花
間
笑
語
』、
同

じ
く
履
軒
の
弟
子
・
竹
島
簣
山
著
『
簣
山
文
稿
』
に
見
え
る
同
一

懐
徳
堂
に
お
け
る
漢
作
文
実
習

湯
城
吉
信

話
の
漢
訳
を
も
と
に
彼
ら
の
漢
作
文
の
様
子
を
垣
間
見
て
み
た
い
。

一
、
並
河
寒
泉
『
文
通
』
に
見
え
る
漢
作
文
論

本
章
で
は
、
懐
徳
堂
の
漢
文
実
習
に
対
す
る
考
え
が
窺
え
る
資

料
と
し
て
、
並
河
寒
泉
（
一
七
九
七
～
一
八
七
九
）『
文
通
』
を

紹
介
し
た
い
。
寒
泉
は
、
中
井
竹
山
の
孫
に
あ
た
り
、
懐
徳
堂
最

後
の
教
授
で
あ
る
。

彼
の
著
作
に
『
文
通
』
が
あ
る
。
こ
の
書
は
、「
作
文
通
法
」

「
属
文
通
字
」「
古
文
通
評
」「
漢
文
通
和
」
に
分
け
て
、
漢
文
に

関
す
る
先
人
の
説
を
集
め
て
い
る
。
引
用
し
て
い
る
文
献
は
、
中

井
竹
山
『
竹
山
国
字
牘
』
お
よ
び
『
修
辞
通
』
で
あ
る
。『
修
辞

通
』
は
、
寒
泉
は
中
井
履
軒
の
著
作
だ
と
し
て
い
る
が
、
実
は
、

中
井
竹
山
に
師
事
し
た
こ
と
の
あ
る
豊
後
出
身
の
儒
者
・
帆
足
万
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を
具
ふ
る
者
に
非
ず
ん
ば
、
作
る
能
は
ざ
る
な
り
。」（
注
2
）

大
意
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

文
章
を
学
ぶ
に
は
、
叙
事
を
練
習
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
野
史
・
小
説
に
関
わ
ら
ず
、
日
常
の
出
来
事
、
民

間
の
俗
話
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
を
事
実
通
り
に
表
現
す
る
練
習

を
す
べ
き
で
あ
る
。
文
章
の
表
現
方
法
は
様
々
あ
る
。
直
接

的
に
述
べ
る
方
法
、
婉
曲
的
に
述
べ
る
方
法
、
遠
く
か
ら

眺
め
て
述
べ
る
方
法
、
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
肉
薄
し
て
述
べ
る

方
法
な
ど
で
あ
る
。
議
論
す
る
こ
と
と
推
敲
し
て
ま
と
め
る

こ
と
の
両
方
が
で
き
て
初
め
て
、
冗
長
で
な
く
闊
達
な
文
章

を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
議
論
の
文
は
、
広
く
文
史

を
渉
猟
し
見
識
を
備
え
た
者
で
な
け
れ
ば
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
。

こ
こ
で
は
、
漢
文
を
習
得
す
る
に
は
、
叙
事
（
事
実
を
的
確
に
表

現
す
る
こ
と
）
を
練
習
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
「
作
文
通
法
」
で
は
、『
修
辞
通
』
の
以
下
の
箇

所
を
引
用
し
て
い
る
。

又
た
曰
く
、「『
文
章
の
瑕
疵
、
必
ず
し
も
人
の
指
摘
を
須ま

た

ず
、
多
く
作
れ
ば
乃
ち
自
ら
知
る
。』
欧
陽
永
叔
が
此
の
言
、

蓋
し
人
の
多
く
作
る
を
務
む
る
を
欲
す
る
な
り
。
文
章
の

道
、
奇
才
有
り
と
雖
も
、
多
く
作
ら
ざ
れ
ば
、
必
ず
巧
な
る

こ
と
能
は
ず
。
西
人
猶な

ほ
然
り
、
況
ん
や
東
方
を
や
。
時
に

里
（
一
七
七
八
～
一
八
五
二
）
の
著
作
で
あ
る
（
弘
化
三
年
（
一

八
四
六
）、
六
九
歳
の
時
の
奥
書
に
、
自
分
が
三
十
歳
頃
の
作
で

あ
る
と
い
う
）。
履
軒
の
説
で
は
な
い
が
、
寒
泉
は
懐
徳
堂
の
先

人
の
説
と
し
て
尊
重
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
修

辞
通
』
は
、
懐
徳
堂
の
漢
文
論
を
代
弁
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
当

時
の
儒
者
の
中
で
比
較
的
普
遍
性
を
有
す
る
漢
文
論
で
も
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、『
修
辞
通
』
に
は
ど
の
よ
う
な
漢
文
論
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
か
。
以
下
、
寒
泉
が
引
用
す
る
『
修
辞
通
』
の
一
部

を
紹
介
し
た
い
。「
作
文
通
法
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
原

文
は
漢
文
。
書
き
下
し
文
は
原
文
の
訓
点
に
よ
る
）。

履
軒
先
生
の
『
修
辞
通
』
に
曰
く
、「
文
を
学
ぶ
は
宜
し
く
先

づ
叙
事
を
学
ぶ
べ
し
。
叙
事
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
其
の
文
必
ず

精
熟
す
る
能
は
ず
。
叙
事
を
学
ぶ
の
法
、
野
史
小
説
を
論
ず

る
勿な

く
、
日
常
の
事
務
、
委
巷
の
叢
話
、
皆
な
訳
す
る
に
漢
語

を
以
て
し
、
務
め
て
事
と
相
ひ
当
た
ら
し
め
て
、
鹵
莽（
＊
い

い
加
減
）
を
得
ず
。
文
章
の
法
も
亦
た
多
端
な
り
。
直
筆
有

り
、
婉
辞
有
り
、
遠
く
よ
り
之
を
映
ず
る
者
有
り
、
逼
り
て

之
を
取
る
者
有
り
。
若も

し
議
論
を
善
く
せ
ず
、
裁
制
を
識
ら

ざ
れ
ば
、
其
の
叙
事
必
ず
冗
長
振
る
は
ざ
る
の
弊
有
り
。
必

ず
両
つ
の
者
相
ひ
発
す
る
を
須ま

ち
、
以
て
筆
下
の
変
化
を
致

す
。
然
る
に
議
論
の
文
は
、
稍
文
史
を
渉
猟
し
胸
中
小
見
識

（ 69 ）



多
作
し
て
自
ら
体
得
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
次
章
以
下

に
述
べ
る
懐
徳
堂
の
漢
作
文
実
習
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
が
基
礎

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
本
稿
で
紹
介
す
る
文
献
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
懐
徳
堂
関
係
資
料
で
、
同
一
話
の
複
数
人
に
よ
る

漢
訳
が
見
え
る
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
複
数
人
に
よ
る
漢
作
文
が
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
た
資
料

に
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
『
南
山
霧
雨
』
が
あ
る
（
注
5
）
。

同
書
は
、
著
者
と
さ
れ
る
早
野
橘
隧
（
正
巳
）
以
外
に
、
早
野
思

斎
（
艮
輔
、
橘
隧
の
子
）、
竹
島
簣
山
（
衡
）、
中
井
柚
園
な
ど
に

よ
る
軍
記
の
漢
訳
を
収
録
し
て
い
る
。
筆
跡
が
違
う
の
で
各
人
が

書
い
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
他
、
懐
徳
堂
関
係
資
料
に
は
、
複
数
人
に
よ
る
同
一
話
の

漢
訳
が
散
見
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
以
下
紹
介
す
る
の
は

そ
れ
ら
の
資
料
に
見
え
る
漢
作
文
で
あ
る
。

中
井
履
軒
の
高
弟
・
竹
島
簣
山
（
？
～
一
八
三
七
）
の
遺
著

『
簣
山
文
稿
』
に
は
「
小
史
篇
」
と
題
し
て
、
日
本
の
史
談
を
漢

訳
し
た
部
分
が
あ
る
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
頃
の
作
だ
と
思

わ
れ
る
（「
小
史
篇
」
の
中
の
「
崇
禅
寺
復
讐
」
の
話
の
割
注
に

文
化
二
年
と
見
え
る
）。
全
十
九
葉
に
四
十
四
話
が
収
め
ら
れ
て

善
師
有
り
、
亦
た
須
す
べ
か
らく

従
ひ
て
咨
問
し
以
て
啓
発
を
資た
す

く

べ
く
ん
ば
、
亦
た
裨お
ぎ
な

ひ
無
し
と
為
さ
ず
。
然
る
に
務
め
て

能
く
多
く
作
れ
ば
、
必
ず
し
も
師
授
に
由
ら
ず
。
苟
く
も

傲
惰
煩
を
憚
り
多
く
作
る
能
は
ざ
れ
ば
、
日
に
耳
を
提
げ

（
＊
懇
切
丁
寧
に
）
之
に
詔つ

ぐ
と
も
、
亦
た
成
す
能
は
ざ
る

な
り
。」（
注
3
）

大
意
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

欧
陽
脩
は
、「
文
章
の
問
題
点
は
、
人
に
指
摘
し
て
も
ら
わ

な
く
て
も
、
多
く
作
る
と
自
分
で
わ
か
る
よ
う
に
な
る
」
と

述
べ
た
（
注
4
）
。
こ
れ
は
人
に
多
く
作
る
こ
と
を
勧
め
た
も
の

で
あ
る
。
文
章
の
道
は
、
才
能
が
あ
っ
て
も
多
く
作
ら
な
い

と
上
達
し
な
い
し
、
才
能
が
な
く
て
も
多
く
作
れ
ば
自
ら
問

題
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
人
で
も
そ
う
な
の
で
、
日

本
人
は
な
お
さ
ら
そ
う
だ
。
教
師
に
指
導
し
て
も
ら
う
こ
と

も
大
事
だ
が
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
自
ら
多
く
書
い
て
自
ら
悟
る

こ
と
が
大
切
だ
。
逆
に
、
良
い
教
師
に
恵
ま
れ
丁
寧
な
指
導

を
受
け
て
も
、
怠
け
て
多
く
作
ら
な
い
と
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
、
教
師
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
よ
り
も
多
く
作
っ
て
自

ら
体
得
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説
く
。

以
上
の
よ
う
に
、『
修
辞
通
』（
及
び
そ
れ
を
引
用
す
る
『
文

通
』）
に
お
い
て
は
、
漢
作
文
は
、
叙
事
を
練
習
す
べ
き
こ
と
、

（ 70 ）



い
る
（「
雑
篇
」
と
題
す
る
部
分
も
含
め
る
と
二
十
六
葉
に
五
十

九
話
）。
そ
の
話
は
湯
浅
常
山
『
常
山
紀
談
』
に
見
え
る
も
の
が

多
い
が
、
そ
れ
以
外
に
室
鳩
巣
『
駿
台
雑
話
』
に
見
え
る
話
も
あ

り
、
様
々
な
史
談
を
取
捨
選
択
し
て
訳
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ

る
（
注
6
）
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
中
の
数
話
は
、
懐
徳

堂
関
係
者
が
別
の
著
作
の
中
に
別
の
漢
訳
を
残
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

例
え
ば
、
中
井
履
軒
の
息
子
の
柚
園
（
一
七
九
五
～
一
八
三

四
）
が
先
人
の
様
々
な
漢
文
を
書
き
写
し
た
漢
文
雑
記
『
紫
蘭

叢
』
に
は
、
同
一
話
の
複
数
人
に
よ
る
漢
訳
（
上
述
の
簣
山
や
同

じ
く
履
軒
の
高
弟
・
三
村
崑
山
な
ど
）
を
列
挙
し
て
お
り
、
日
本

の
史
談
な
ど
を
漢
訳
す
る
練
習
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
同
じ
く
柚
園
が
自
ら
作
っ
た
様
々
な
漢
文
を
記
録
し
た

漢
文
集
『
柚
園
数
記
』
の
中
に
も
『
常
山
紀
談
』、
笑
話
、『
徒
然

草
』
の
漢
訳
な
ど
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
上
記
『
簣
山
文
稿
』

「
小
史
篇
」、『
紫
蘭
叢
』
と
共
通
す
る
話
が
見
え
る
。

ま
た
、
三
村
崑
山
（
一
七
六
二
～
一
八
二
五
）
は
漢
文
笑
話
集

『
花
間
笑
語
』（
自
序
一
八
〇
八
年
）
を
著
し
て
い
る
。
全
百
六
十

九
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
当
時
の
江
戸
小
咄
の
翻

訳
で
あ
る
（
注
７
）
。
た
だ
、
末
尾
付
近
の
数
話
は
、
上
記
『
簣
山
文

稿
』『
柚
園
数
記
』
に
見
え
る
史
談
も
あ
る
。（
注
７
の
拙
稿
著
述

時
は
出
典
不
明
だ
っ
た
話
で
今
回
突
き
止
め
た
も
の
も
あ
る
の
で

あ
わ
せ
て
報
告
し
た
い
。）

次
章
で
は
、
上
記
『
簣
山
文
稿
』『
紫
蘭
叢
』『
柚
園
数
記
』

『
花
間
笑
語
』
か
ら
、
同
一
話
を
複
数
人
で
訳
し
て
い
る
実
例
を

紹
介
し
た
い
。

三
、
同
一
話
を
複
数
人
で
漢
訳
し
て
い
る
例

『
簣
山
文
稿
』『
紫
蘭
叢
』『
柚
園
数
記
』『
花
間
笑
語
』
に
お
い

て
、
同
一
話
を
複
数
人
で
漢
訳
し
て
い
る
例
は
以
下
の
七
例
が
確

認
で
き
る
。

（
一
）
史
談
「
前
田
慶
二
（
慶
次
）
の
話
」（
出
典
『
武
辺
咄
聞

書
』『
朝
野
雑
載
』）：
四
名
の
訳

（
二
）
史
談
「
木
村
師
春
の
錆
び
た
槍
の
話
」（
出
典
『
武
辺
咄
聞

書
』『
朝
野
雑
載
』）：
二
名
の
訳

（
三
）
史
談
「
平
松
金
二
（
金
次
郎
）
の
話
」（
出
典
『
武
将
感
状

記
』）：
三
名
の
訳

（
四
）
史
談
「
鴻
蔵
主
、
池
田
恒
興
・
佐
々
成
政
い
ず
れ
の
功
に

も
あ
ら
ず
と
す
る
話
」（
出
典
『
武
辺
咄
聞
書
』『
常
山
紀

談
』）：
二
名
の
訳

（
五
）
史
談
「
徳
川
秀
忠
が
時
間
に
厳
格
だ
っ
た
話
」（
出
典
『
常

山
紀
談
』）：
二
名
の
訳

（
六
）「
宇
野
怒
円
の
話
」（
出
典
未
詳
）：
四
名
の
訳

（ 71 ）



（
七
）「
狐
に
化
か
さ
れ
た
話
」（
出
典
未
詳
。
た
だ
し
落
語
「
稲

荷
俥
」
の
類
話
）：
三
名
の
訳

以
上
の
よ
う
に
、（
一
）～（
四
）
は
、『
武
辺
咄
聞
書
』
な
ど
の
軍

記
に
元
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
話
が
見
え
る
。
た
だ
し
、（
四
）
以

外
は
す
べ
て
あ
る
一
段
の
中
の
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

『
武
辺
咄
聞
書
』
は
、
江
戸
初
期
の
国
枝
清
軒
が
諸
家
の
浪
人

か
ら
聞
い
た
話
を
集
め
た
戦
国
武
将
の
逸
話
集
で
あ
り
、
延
宝
八

年
（
一
六
八
〇
）
成
立
以
後
、
広
く
読
ま
れ
た
。
書
名
は
『
続
武

者
物
語
』『
武
家
閑
談
』
な
ど
の
別
名
が
あ
る
（
注
8
）
。（
三
）
の
出

典
で
あ
る
『
武
将
感
状
記
』
も
、
熊
沢
猪
太
郎
（
熊
沢
淡
庵
、
一

六
二
九
～
一
六
九
一
）
に
よ
る
戦
国
武
将
の
逸
話
集
で
あ
り
、
正

徳
六
年
（
一
七
一
六
）
の
序
文
が
あ
る
。
書
名
は
『（
近
代
正
説
）

砕
玉
話
』
と
も
い
う
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
と
思
わ
れ
る
話
と
懐
徳
堂
の
学
者
に

よ
る
漢
文
訳
を
確
認
し
た
い
。『
武
辺
咄
聞
書
』
の
本
文
は
、
菊

池
真
一
編
『
武
辺
咄
聞
書
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
）
に

拠
っ
た
（
通
し
番
号
も
同
書
に
よ
る
）
が
、
句
読
点
、
濁
点
を

補
っ
た
。

（
一
）
史
談
「
前
田
慶
二
（
慶
次
）
の
話
」

【
出
典
】『
武
辺
咄
聞
書
』
一
七
一
（
一
三
七
～
一
三
八
頁
）	

＊
あ
る
段
の
一
部
。

或
時
、
慶
次
銭
湯
の
風
呂
へ
入
り
、
ほ
ふ
か
ぶ
り
し
て
忍
び

入
、
下
帯
に
一
尺
計
の
脇
差
を
さ
し
て
風
呂
へ
入
。
入
込
の

輩
、「
す
は
や
曲
者
よ
、
爰
に
て
風
呂
に
不
入
は
恐
れ
て
不

入
と
い
わ
れ
ん
」
と
て
、
皆
脇
差
さ
し
て
風
呂
に
入
。
数
刻

入
て
、
慶
次
は
板
の
間
へ
出
、
彼
脇
差
を
す
ら
り
と
抜
た
る

を
見
れ
ば
、
竹
の
篦
也
。
則
足
の
裏
の
垢
を
こ
そ
げ
る
。
入

込
の
人
々
腹
を
立
、「
扨
も
扨
も
出
し
抜
に
合
て
大
事
の
脇

差
共
を
風
呂
へ
さ
し
て
入
、
柄
も
下
緒
も
役
に
不
立
、
身
は

汗
か
き
な
ま
り
て
皆
捨
た
り
」
と
憤
り
た
る
と
か
や
。

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
生
き
た
武
将
・
前
田
慶
次
（
一
五

三
三
～
一
六
〇
五
）
は
「
か
ぶ
き
者
」
と
し
て
有
名
で
、
い
た
ず

ら
な
ど
多
く
の
逸
話
や
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
（
注
9
）
。
た
だ
、

そ
れ
ら
の
逸
話
が
史
実
と
は
言
い
が
た
い
。
風
呂
に
脇
差
を
差
し

て
入
っ
た
と
い
う
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
お
そ
ら
く
噂
話
の
類
で
あ

ろ
う
。

な
お
、
こ
の
話
は
、
貝
原
益
軒
『
朝
野
雑
載
』
巻
五
に
も
見
え

る
（
注
10
）
。
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
ど
ち
ら
が
出
典
と
も
言
い
が
た
い

が
、
脇
差
を
差
し
て
風
呂
に
入
っ
て
き
た
慶
次
を
見
た
人
た
ち
の

反
応
の
描
写
（「
す
は
や
曲
者
よ
、
爰
に
て
風
呂
に
不
入
は
恐
れ

て
不
入
と
い
わ
れ
ん
」（『
武
辺
咄
聞
書
』）
お
よ
び
そ
れ
に
対
応

す
る
「
一
仔
細
あ
る
体
な
れ
ば
」（『
朝
野
雑
載
』））
を
見
れ
ば
、

お
そ
ら
く
『
武
辺
咄
聞
書
』
を
出
典
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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以
下
、
崑
山
、
簣
山
、
柚
園
の
訳
を
挙
げ
る
。

三
村
崑
山

前
田
慶
二
善
調
戯
。
嘗
落
魄
在
洛
。
一
日
浴
于
混
堂
、
面
蒙
巾

腰
挿
刀
。
共
浴
者
愕
然
欲
出
而
媿
其
怯
也
、
亦
皆
執
刀
。
既
而
慶

二
出
浴
盤
、
露
刃
自
刮
去
其
身
垢
、
視
之
則
竹
篦
已
。
衆
恚
其
見

売
＊
而
無
奈
之
何
矣
。（
中
井
柚
園
『
紫
蘭
叢
』
五
葉
裏
）

〔
注
〕
○
売　

だ
ま
す
。

竹
島
簣
山

前
田
慶
二
者
、
滑
稽
之
士
也
。
嘗
浴
於
混
堂
、
蒙
巾
佩
刀
。
衆

驚
以
為
賊
、
皆
曰
、「
吾
輩
不
浴
而
去
、
則
彼
其
嗤
之
。
不
如
佩

刀
以
自
備
也
。」
乃
皆
佩
刀
。
既
而
慶
二
出
浴
盤
、
抜
刀
以
澡
手

足
之
垢
。
衆
驚
視
之
、
乃
竹
篦
已
。
皆
怒
曰
、「
唉
、
為
豎
子
所

欺
。」
視
其
刀
、
則
霑
濡
而
緱
＊
縧
尽
廃
矣
、
然
亦
無
如
之
何
也
。

慶
二
之
滑
稽
類
如
此
。（『
簣
山
文
稿
』
六
葉
表
、「
小
史
篇
」
内
）

〔
注
〕
○
緱　

刀
の
柄
。

中
井
柚
園

前
田
慶
二
、
嘗
在
洛
、
浴
于
混
堂
、
衆
覩
其
佩
刀
、
瞿
然
、

曰
、「
彼
何
人
也
。」
亦
皆
佩
剱
而
入
。
慶
二
乃
出
浴
盤
、
抽
刀
以

刮
身
垢
。
衆
視
之
乃
竹
篦
也
。
既
而
各
視
其
刀
、
則
皆
霑
濡
矣
。

怒
曰
、「
彼
何
使
我
輩
如
此
也
。」
慶
二
莫
答
、
哂
而
去
。（『
柚
園

数
記
』
三
葉
裏
）

崑
山
訳
で
、「
落
魄
（
落
ち
ぶ
れ
る
）」
し
て
京
都
に
い
た
と
い

う
の
は
、
前
田
利
家
の
も
と
か
ら
出
奔
し
て
京
都
に
行
っ
た
時
の

こ
と
を
指
す
。
崑
山
の
訳
は
、
台
詞
は
な
く
す
べ
て
説
明
で
、
し

か
も
騙
さ
れ
た
結
果
ど
う
な
っ
た
か
（
刀
の
柄
が
だ
め
に
な
っ

た
）
と
い
う
内
容
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
簡
潔
と
言
え
ば
簡
潔

だ
が
、
言
葉
足
ら
ず
の
印
象
が
あ
る
。

簣
山
の
訳
は
、
台
詞
で
入
浴
者
の
気
持
ち
を
述
べ
、
ま
た
騙
さ

れ
た
結
果
ま
で
説
明
し
て
い
る
。

柚
園
は
、
崑
山
、
簣
山
よ
り
若
く
、
自
著
に
先
人
の
漢
文
訳
を

書
い
た
上
で
自
ら
の
漢
文
訳
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
先

人
の
訳
を
参
考
に
自
分
の
漢
文
訳
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
注
11
）
。

こ
の
訳
を
含
め
、
す
べ
て
簡
潔
に
仕
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
脇
差

を
差
し
て
風
呂
に
入
っ
て
き
た
慶
次
を
見
た
入
浴
者
の
台
詞
が

「
彼
何
人
也
」
だ
け
な
の
は
簡
潔
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）
史
談
「
木
村
師
春
の
錆
び
た
槍
の
話
」

【
出
典
】『
武
辺
咄
聞
書
』
三
二
（
二
八
頁
）　

＊
あ
る
段
の
全
部
。

木
村
常
陸
介
師
春
、
越
前
よ
り
伏
見
へ
上
る
時
、
先
乗
の
鉄

砲
大
将
行
列
に
て
乗
行
、
持
鑓
道
端
の
家
の
庭
に
生
た
る
大

松
の
枝
に
か
か
り
鞘
抜
て
抜
身
に
成
る
を
見
れ
ば
金
鏥
た

り
。
常
陸
介
被
見
、
大
に
怒
り
、
彼
鉄
砲
大
将
を
呼
、「
侍

の
持
鎗
ケ
様
に
さ
ば
し
候
事
、
無
心
懸
也
。
我
持
鑓
を
見
せ

て
恥
し
め
ん
」
と
、
持
鑓
を
取
寄
せ
、
鞘
を
抜
た
る
を
見
れ
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ば
、
只
一
色
に
さ
び
た
り
。
常
陸
介
面
目
な
け
れ
共
、
へ
ら

ぬ
ふ
り
に
て
、「
大
名
の
持
鑓
さ
へ
金
鏥
る
事
有
て
如
此
。

小
身
者
は
猶
以
油
断
不
可
。
切
々
心
に
か
け
、
鑓
の
身
を
見

よ
」
と
云
捨
て
て
乗
物
を
は
や
め
通
ら
れ
け
り
。
皆
々
興
に

入
て
笑
ひ
ど
よ
み
ぬ
。

＊	

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
『
武
辺
咄
聞
書
』（
嘉
永
三

年
（
一
八
五
〇
））
で
は
、
巻
二
・
十
七
「
木
村
常
陸
介

さ
び
鎗
咎
め
る
㕝
」
と
い
う
題
名
が
あ
る
。
ま
た
、
本
文

は
振
り
仮
名
が
あ
り
（
例
え
ば
、「
持
鎗
」
の
振
り
仮
名

は
「
も
ち
や
り
」）、
表
記
も
若
干
違
う
。

木
村
常
陸
介
（
重
茲
・
師
春
、
？
～
一
五
九
五
）
は
、
安
土
桃

山
時
代
の
武
将
で
あ
る
。
賤
ヶ
岳
の
戦
い
や
小
牧
・
長
久
手
の
戦

い
に
参
加
し
た
後
、
朝
鮮
出
兵
に
も
加
わ
り
、
秀
次
補
佐
と
し
て

活
躍
し
、
淀
城
城
主
に
も
な
っ
た
。
だ
が
、
最
期
は
秀
次
事
件
で

罪
に
問
わ
れ
秀
吉
よ
り
自
害
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
話
で
嘲
笑
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
境
遇
が
関
係
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
、
崑
山
と
簣
山
の
漢
文
訳
を
見
て
み
よ
う
。

三
村
崑
山

木
村
師
春
朝
宗
＊
。
途
中
導
将
之
槍
、
罥
＊
樹
枝
而
鞘
脱
、
其

刃
赤
鏽
。
師
春
覩
之
、
怒
曰
、「
兵
刃
之
鏽
、
緩
急
何
頼
。
汝
其

視
吾
鎗
。」
命
抽
之
、
鏽
益
赤
。
師
春
乃
曰
、「
乃
公
＊
之
兵
且
如

此
、
況
汝
等
陪
隷
、
可
不
警
哉
。」
促
轎
而
行
。
衆
咸
掩
口
。（『
花

間
笑
語
』
一
五
七
話
）

〔
注
〕
○
宗　

天
子
に
ま
み
え
る
。
○
罥　

音
は
「
ケ
ン
」。
か

か
る
。
○
乃
公　

わ
た
し
。

竹
島
簣
山

木
村
師
春
、
自
越
至
伏
水
、
前
駆
之
鎗
、
罥
樹
枝
而
鞘
脱
、
其

刃
銹
。
師
春
叱
曰
、「
兵
刃
之
不
利
、
将
帥
之
懈
也
。
汝
其
視
我

鎗
。」
乃
取
而
示
之
、
銹
更
甚
。
師
春
曰
、「
乃
公
之
刀
鎗
猶
如

此
、
況
汝
等
不
可
不
慎
也
。」
左
右
皆
掩
口
。（『
簣
山
文
稿
』
七

葉
表
、「
小
史
篇
」
内
）

短
い
文
章
な
た
め
か
崑
山
の
漢
文
訳
と
簣
山
の
漢
文
訳
に
大
き

な
違
い
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
お
互
い
に
見
せ
合
っ
て
影
響
を
受

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
崑
山
訳
に
は
、
冒
頭
の
「
越
前

か
ら
伏
見
に
上
っ
た
時
」
と
い
う
部
分
や
末
尾
の
「
駕
籠
を
早
め

て
」
と
い
う
部
分
が
な
い
。
若
干
で
は
あ
る
が
、
崑
山
訳
の
方

が
、
簣
山
訳
よ
り
簡
潔
だ
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
槍
が
錆
び
て
い

る
こ
と
を
責
め
る
台
詞
は
、
崑
山
は
「
危
急
の
際
に
は
ど
う
す
る

の
だ
」
と
表
現
す
る
の
に
対
し
、
簣
山
は
「
武
士
の
心
の
緩
み
を

表
す
も
の
だ
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
は
訳
者
の
腕
の
見

せ
所
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
槍
を
見
せ
る
場
面
は
、
崑
山
は
、「
人

に
命
じ
て
」
と
し
て
い
る
が
、
簣
山
は
「
取
り
て
之
を
示
す
」
と
あ

り
、自
分
で
抜
い
た
か
の
よ
う
に
も
取
れ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
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な
お
、
こ
の
話
も
（
一
）
の
前
田
慶
次
の
話
同
様
、
貝
原
益
軒

『
朝
野
雑
載
』
に
も
見
え
る
（
注
12
）
。

（
三
）
史
談
「
平
松
金
二
（
金
次
郎
）
の
話
」

【
出
典
】『
武
将
感
状
記
』
巻
三
「
平
松
金
次
郎
性
勇
也
と
雖
も
喧

嘩
を
好
ま
ざ
る
事
」（
博
文
館
文
庫
本
五
四
、
五
五
頁
）　

＊
あ

る
段
の
一
部
。

平
松
金
次
郎
は
、
性
質
驍
勇
に
し
て
外
貌
温
順
な
り
。
或
時

一
友
平
松
を
悪
口
す
る
事
あ
り
。
平
松
こ
た
へ
ず
、
人
皆
恇

弱
也
と
思
へ
り
。
長
久
手
合
戦
の
前
に
、
平
松
朱
柄
の
鎗
を

こ
し
ら
へ
た
り
と
云
ふ
。
人
相
見
て
是
を
笑
ふ
。
白
柄
の
鎗

を
以
て
敵
と
鋒
を
交
へ
、
槍
に
血
付
く
る
こ
と
度
々
に
及
ん

で
後
な
ら
で
は
、
朱
柄
の
鎗
を
持
た
せ
ざ
る
は
日
域
の
武
夫

の
法
也
。
平
松
、
長
久
手
に
於
て
旗
本
の
前
に
て
衆
を
離

れ
、
独
り
進
ん
で
一
番
鎗
を
合
せ
た
る
に
、
其
の
後し
り
へに
継
ぐ

者
な
し
。
こ
れ
に
由
て
、
源
君
新
知
二
百
石
を
賜
ふ
。
平
松

衆
人
の
中
に
出
で
て
、
男
子
の
勇
と
す
る
と
こ
ろ
は
只
戦
場

の
は
た
ら
き
に
あ
り
。
喧
嘩
を
好
む
は
下
僕
の
業
也
。
我
今

度
長
久
手
に
於
て
年
来
出
さ
ざ
る
勇
を
出
せ
り
。
我
が
後
に

だ
に
継
ぎ
た
る
人
な
し
。
人
各
能
あ
り
不
能
あ
り
。
我
喧
嘩

に
は
誠
に
拙
し
。
敵
と
相
合
ふ
と
き
は
人
よ
り
勝
れ
た
り
と

云
ふ
。
こ
れ
に
対
ふ
る
者
な
し
。
…

平
松
金
次
郎
（
一
五
六
〇
～
一
五
八
七
）
は
内
剛
外
順
の
人
物

で
、
馬
鹿
に
さ
れ
て
も
反
論
し
な
い
の
で
臆
病
者
扱
い
さ
れ
、
勇

者
の
印
と
さ
れ
る
朱
柄
の
槍
を
作
る
と
そ
の
器
で
は
な
い
と
笑
わ

れ
て
い
た
（
注
13
）
。
た
だ
、
長
久
手
の
戦
い
で
一
番
槍
と
し
て
手
柄

を
立
て
家
康
か
ら
二
百
石
を
加
え
ら
れ
、「
武
士
の
勇
気
は
、
喧

嘩
で
は
な
く
戦
場
で
発
揮
す
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
国
の
た
め
に
内
輪
も
め
を
避
け
た
廉
頗
と
藺
相
如
の
刎
頸
の

交
わ
り
（
注
14
）
を
髣
髴
と
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
漢
文
訳
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
見
て
み

よ
う
。

三
村
崑
山
（
お
そ
ら
く
）

平
松
金
二
為
人
温
柔
、
或
調
謔
以
為
怯
、
金
二
不
応
。
長
湫
之

役
、
執
朱
槍
。
軍
法
非
老
兵
不
得
執
朱
鎗
、
蓋
謂
其
数
獲
首
級
而

血
痕
汚
衊
也
。
衆
亦
哂
之
。
既
而
金
在
麾
下
挺
身
奮
戦
有
功
。
照

后
加
旧
以
秩
二
百
石
。
金
謂
於
衆
曰
、「
士
之
所
以
貴
乎
勇
者
以

其
能
進
而
弗
顧
死
也
。
是
役
也
、
我
先
於
衆
而
公
等
莫
能
継
焉
、

何
其
与
他
日
相
反
也
。
我
則
怯
於
私
闘
矣
。」
夫
衆
大
慚
。（『
紫

蘭
叢
』
七
葉
表
）

竹
島
簣
山

平
松
金
二
者
、
照
后
之
臣
也
、
外
温
而
内
強
。
有
人
罵
金
二
、

金
二
自
若
莫
敢
答
、
衆
皆
以
為
怯
。
長
湫
之
役
、
金
二
製
朱
鎗
、

示
之
衆
。
観
者
哂
之
、
謂
其
器
非
其
人
也
。
此
役
也
、
先
登
有
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功
、
衆
皆
瞿
然
、
莫
有
敢
闘
。
照
后
嘆
賞
、
加
秩
二
百
石
。
金
二

謂
衆
曰
、「
大
勇
者
好
戦
、
故
能
成
其
功
。
小
勇
者
好
争
、
故
臨

軍
不
能
操
一
戈
也
。
若
夫
一
朝
之
忿
、
忘
其
身
者
、
皁
隷
之
事
、

非
武
夫
所
為
也
。」（『
簣
山
文
稿
』
九
葉
表
、「
小
史
篇
」
内
）

中
井
柚
園

平
松
金
二
、
為
人
温
柔
。
嘗
其
友
有
罵
之
者
、
金
二
不
答
、
人

以
為
怯
。
長
湫
＊
之
役
、
金
二
執
朱
槍
、
衆
視
而
哂
之
、
曰
、「
夫

朱
槍
者
、
屡
有
戦
功
而
後
可
、
非
庸
夫
之
所
執
也
。」
金
二
黙
然
。

既
而
金
二
先
鋒
功
為
最
。
金
二
大
言
曰
、「
武
夫
所
為
、
在
干
戈

之
間
、
争
闘
者
隷
圉
之
事
也
。
我
則
怯
於
私
闘
、
而
勇
於
公
戦
者

矣
。」
衆
莫
以
答
。（『
柚
園
数
記
』
一
葉
表
）　
〔
原
注
〕
長
湫
、

俗
曰
長
久
手
。

こ
の
訳
で
も
、
三
者
の
訳
で
は
柚
園
の
も
の
が
一
番
短
い
。
金

次
郎
の
台
詞
は
こ
の
話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
な
る
の
で
、
崑
山

と
簣
山
と
は
力
を
入
れ
て
い
る
。
簣
山
の
訳
に
見
え
る
「
一
朝
之

忿
、
忘
其
身
（
一
朝
の
忿い
か

り
に
、
其
の
身
を
忘
る
）」
は
、『
論

語
』
顔
淵
篇
に
見
え
る
表
現
で
あ
り
、
簣
山
が
経
書
を
典
拠
に
台

詞
の
説
得
力
を
増
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

崑
山
の
訳
で
は
、
赤
槍
に
つ
い
て
「
討
ち
取
っ
た
首
で
血
塗
ら
れ

た
こ
と
を
象
徴
す
る
」
と
い
う
生
々
し
い
説
明
ま
で
加
え
ら
れ
て

い
る
。

な
お
、
こ
の
話
は
、『
武
辺
咄
聞
書
』
や
『
常
山
紀
談
』
に
も

類
話
が
あ
る
（
注
15
）
。
た
だ
、『
武
将
感
状
記
』
で
は
、
金
次
郎
は

も
と
も
と
喧
嘩
を
好
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、『
武

辺
咄
聞
書
』
で
は
家
康
に
報
恩
す
る
た
め
に
喧
嘩
を
我
慢
し
た
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
最
後
は
「
目
的
を
達
し
た
今
は
も
う
我
慢
す

る
必
要
は
な
い
。
か
か
っ
て
来
る
な
ら
か
か
っ
て
来
い
」
と
啖
呵

を
切
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、『
武
辺
咄
聞
書
』
で
は
、
朱
槍
が

「
茜
の
羽
織
に
十
文
字
の
鑓
」
と
な
っ
て
い
る
点
も
違
う
。

ち
な
み
に
、
講
談
「
臆
病
の
一
番
槍
」
で
は
、
題
材
を
同
じ
く

し
つ
つ
も
、
臆
病
者
の
金
次
郎
が
こ
の
戦
い
で
手
柄
を
挙
げ
て
臆

病
を
克
服
す
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
金
次
郎
は
、
徳
川

家
康
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）、
小

牧
・
長
久
手
の
戦
に
お
け
る
論
功
行
賞
に
不
満
を
抱
き
、
家
康
の

元
を
去
り
豊
臣
秀
次
に
付
い
た
が
、
後
、
家
康
に
追
い
つ
め
ら
れ

て
自
害
す
る
（
阿
部
猛
・
西
村
圭
子
編
『
戦
国
人
名
辞
典
』
新
人

物
往
来
社
、
一
九
八
七
年
）。
徳
川
の
裏
切
り
者
で
あ
っ
た
た
め

に
、
人
物
像
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
四
）
史
談
「
鴻
蔵
主
、
池
田
恒
興
・
佐
々
成
政
い
ず
れ
の
功
に

も
あ
ら
ず
と
す
る
話
」（
注
16
）

【
出
典
】『
武
辺
咄
聞
書
』
三
〇
（
二
七
頁
）：
あ
る
段
の
全
部
。

濃
州
軽
海
合
戦
に
、
信
長
御
勝
被
成
、
斉
藤
龍
興
が
家
老
稲

葉
又
右
衛
門
と
云
大
剛
の
士
を
討
取
給
ふ
。
但
し
池
田
勝
三
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郎
恒
興
と
佐
々
内
蔵
介
成
政
と
相
討
也
。
信
長
実
検
被
成
、

帳
に
御
付
被
成
時
、
池
田
、
佐
々
「
相
討
に
て
な
し
」
と
堅

く
訴
る
。
佐
々
は
「
池
田
壱
人
が
高
名
」
と
申
上
る
。
池
田

は
「
佐
々
一
人
が
高
名
」
と
申
上
、
相
論
不
決
。
大
抵
は
人

の
取
た
る
首
も
我
取
た
る
と
申
は
世
の
人
情
也
。
是
に
引
か

へ
互
に
譲
合
て
埒
不
明
、
数
刻
に
至
る
。
何
と
や
ら
ん
見
事

過
て
信
長
御
機
嫌
悪
く
な
る
。
出
頭
人
に
会
下
僧
鴻
蔵
主
と

い
ふ
名
僧
有
。
金
言
を
申
故
、
異
名
に
金
言
鴻
蔵
主
と
云
。

其
僧
、
信
長
公
御
機
嫌
悪
敷
を
見
付
罷
出
、「
此
首
、
池
田

が
取
た
る
に
て
も
無
御
座
、
又
佐
々
が
取
た
る
に
て
も
無
御

座
候
。
両
人
の
申
上
る
所
尤
」
と
申
上
る
。
信
長
公
、「
扨

両
人
が
内
に
壱
人
不
取
ば
、
誰
か
取
た
る
」
と
御
不
審
也
。

鴻
蔵
主
申
上
る
は
、「
何
事
も
な
く
、
瓜
の
ご
と
く
首
の
臍

落
に
て
御
座
候
」
と
申
上
る
。
御
前
の
小
姓
衆
、
咄
と
笑

ふ
。
信
長
公
も
御
機
嫌
直
り
し
と
也
。

＊	

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
『
武
辺
咄
聞
書
』（
嘉
永
三

年
（
一
八
五
〇
））
で
は
、
巻
二
・
十
五
「
池
田
佐
々
討

取
首
を
譲
り
合
㕝
」
と
い
う
題
名
が
あ
る
。
ま
た
、
本
文

は
振
り
仮
名
が
あ
り
、
表
記
も
若
干
違
う
（
例
え
ば
、

「
御
勝
被
成
」
→
「
御
勝か
ち

な
さ
れ
」、「
池
田
勝
三
郎
」
→

「
池
田
庄
三
郎
」、「
咄
と
」
→
「
ど
っ
と
」）。

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
美
濃
攻
め
の
際
、
軽
海
の
戦
い
に
お

い
て
、
池
田
恒
興
（
一
五
三
六
～
一
五
八
四
）
と
佐
々
成
政
（
一

五
三
九
～
一
五
八
八
）
が
い
っ
し
ょ
に
敵
将
・
稲
葉
又
衛
門
の
首

を
討
ち
取
っ
た
。
だ
が
、
信
長
へ
の
報
告
の
際
、
両
者
と
も
相
方

一
人
の
手
柄
で
あ
る
と
言
っ
て
聞
か
な
い
。
そ
の
内
、
信
長
の
機

嫌
も
悪
く
な
っ
て
き
た
時
、
鴻
蔵
主
と
い
う
僧
侶
が
「
ど
ち
ら
の

手
柄
で
も
な
く
瓜
が
熟
し
て
落
ち
る
よ
う
に
首
が
勝
手
に
落
ち
た

の
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
の
で
、
周
り
が
ど
っ
と
笑
い
、
信
長
の

機
嫌
も
直
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
（
注
17
）
。

こ
の
話
の
崑
山
、
柚
園
の
漢
文
訳
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

三
村
崑
山

軽
海
之
役
、
龍
興
之
将
、
稲
葉
又
左
衛
門
死
焉
。
蓋
池
曰
恒
興

佐
々
成
政
相
共
刃
之
也
。
及
註
簿
、
二
人
譲
功
不
決
。
信
長
嫌
其

異
於
衆
也
、
色
不
懌
。
有
僧
鴻
蔵
主
以
善
謔
見
寵
、
乃
進
曰
、

「
是
謂
恒
興
之
功
、
非
也
。
謂
成
政
之
功
、
亦
非
也
。」
信
長
曰
、

「
然
則
誰
乎
。」
鴻
蔵
主
曰
、「
是
首
、
蓋
如
瓜
蒂
自
脱
落
也
已
。」

衆
鬨
然
而
笑
。
信
長
亦
為
霽
威
。（『
花
間
笑
語
』
一
五
六
話
）

中
井
柚
園

軽
海
之
役
、
池
田
恒
興
、
佐
々
成
政
偕
馘
稲
葉
又
衛
門
、
斉
藤

氏
之
勇
士
也
。
戦
罷
、
織
公
親
撿
首
級
、
実
恒
興
、
成
政
譲
功
不

果
。
織
公
異
焉
不
悦
。
鴻
蔵
主
以
戯
謔
寵
、
進
曰
、「
功
固
不
在

二
人
、
宜
乎
其
譲
也
。」
公
曰
、「
然
則
誰
也
。」
鴻
曰
、「
此
首
猶

瓜
蔕
自
脱
落
也
耳
。」
公
囅
＊
然
笑
而
止
。（『
柚
園
数
記
』
十
六
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葉
裏
）　
〔
校
勘
〕
○
囅　

右
部
が
「
辰
」
に
見
え
る
が
改
め
た
。

こ
の
訳
も
柚
園
の
漢
文
が
簡
潔
で
あ
る
。
鴻
蔵
主
の
台
詞
を
、

崑
山
は
「
こ
れ
は
恒
興
の
功
績
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
成
政
の
功

績
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
を
、
柚
園
は
「
功
績

は
二
人
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
表
現
す
る
。
ま
た
、
結
末

も
、
崑
山
は
原
話
通
り
「
衆
人
が
ど
っ
と
笑
い
、
信
長
の
不
機
嫌

も
直
っ
た
」
と
表
現
す
る
の
に
対
し
、
柚
園
は
「
信
長
公
が
お
笑

い
に
な
っ
て
終
わ
り
に
な
っ
た
」
と
表
現
し
て
い
る
。

（
五
）
史
談
「
徳
川
秀
忠
が
時
間
に
厳
格
だ
っ
た
話
」

【
出
典
】『
常
山
紀
談
』
巻
十
八
、
三
七
〇
話
「
台
徳
院
殿
御
行
状

の
事
」　

＊
あ
る
段
の
ほ
ぼ
全
部
。
菊
池
真
一
編
『
常
山
紀
談　

本
文
篇
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）
二
五
八
頁
。

台
徳
院
殿
は
殊
に
礼
儀
正
し
く
お
は
し
ま
し
、
…
又
「
信
を

失
ひ
て
は
天
下
は
保
ち
が
た
し
」
と
常
に
仰
せ
ら
れ
、
御
鷹

狩
に
出
給
ふ
時
も
時
を
定
め
ら
れ
、
御
膳
の
半
に
も
辰
の
鼓

を
打
て
ば
箸
を
捨
て
て
出
給
ふ
。
近
習
の
人
奉
膳
終
ら
ざ
れ

ば
辰
の
太
鼓
を
打
た
ず
。
井
伊
直
孝
是
を
聞
き
、
近
習
の

人
々
に
向
ひ
、「
是
君
を
愛
す
る
と
思
へ
る
は
大
な
る
ひ
が

事
に
て
こ
そ
あ
れ
。
君
正
し
き
道
を
好
み
た
ま
は
ば
、
汝
た

ち
も
正
し
き
道
に
て
仕
へ
ら
れ
よ
。
か
や
う
に
事
を
料は
か

ら
れ

な
ば
、
必
ず
阿
諛
を
な
し
て
寵
愛
を
好よ
み

す
る
に
も
及
ぶ
べ

し
。
と
く
膳
を
奉
り
て
鼓
の
前
に
終
り
な
ん
に
、
何
の
苦
し

き
事
や
あ
る
。
是
等
は
誠
に
小
事
な
れ
ど
も
、
君
を
欺
く
と

も
言
ふ
べ
し
。
君
子
は
禍
を
未
然
に
防
ぐ
も
の
な
り
」
と
戒

め
ら
れ
け
り
。

三
村
崑
山

台
徳
后
天
資
謹
厚
。
如
出
遊
之
時
、
雖
対
饌
而
率
更
＊
之
報
至
、

舎
箸
輒
起
、
未
嘗
誤
期
也
。
侍
臣
為
患
之
、
窃
停
自
鳴
鐘
。
執
政

彦
根
侯
聞
之
忿
譲
＊
侍
臣
曰
、「
卿
等
未
知
事
君
之
方
邪
。
夫
君

好
信
、
則
亦
輔
之
以
信
、
職
也
。
而
反
信
欺
君
欲
以
順
適
焉
、
罪

孰
大
於
此
。
未
可
諉
＊
以
小
事
也
。
苟
上
失
信
、
則
下
必
有
怨
者
、

而
吏
情
不
達
、
姦
臣
蜂
起
、
乱
根
由
萌
、
可
不
慎
与
。」

〔
注
〕
○
率
更　
「
率
更
令
」
は
漏
刻
を
司
る
役
人
。
〇
譲　

責

め
る
。
〇
諉　

音
「
イ
」。
煩
わ
す
。

流
水
（
＊
早
野
橘
隧
）

台
后
接
群
臣
有
信
。
坐
間
常
置
自
鳴
鐘
、
動
静
以
之
。
一
日
将

田
、
夙
起
而
食
、
聞
鐘
声
曰
、「
期
至
矣
、
不
可
以
後
。」
吐
哺
而

出
。
侍
臣
為
患
其
勤
労
、
当
食
時
輒
移
鐘
錘
以
緩
之
。
井
伊
直
孝

聞
之
、
召
衆
、
怒
曰
、「
汝
等
小
人
、
不
知
事
君
之
道
矣
。
夫
君
善

則
奨
焉
、
君
悪
則
諫
焉
。
於
是
乎
、
上
下
一
体
以
就
其
治
也
。
今

君
好
信
而
媚
之
偽
、
姦
邪
之
進
汝
等
為
之
階
、
邦
家
之
乱
可
立
而

竢
也
。」
命
止
之
。

（
以
上
『
紫
蘭
叢
』
三
十
八
葉
表
～
）
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と
も
す
れ
ば
凡
庸
で
あ
っ
た
と
さ
れ
が
ち
な
二
代
将
軍
・
徳
川

秀
忠
が
律
儀
な
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
話
で
あ
る
。
江

戸
の
町
に
刻
を
知
ら
せ
る
時
の
鐘
は
秀
忠
の
時
代
に
設
置
さ
れ

た
（
注
18
）
。
時
間
に
律
儀
で
あ
っ
た
と
い
う
話
は
こ
の
よ
う
な
時
代

背
景
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
常
山
紀
談
』
に
原
話
が
見
え
（『
古
事
類
苑
』
人
部
十
九
「
正

直
」
に
も
引
用
が
あ
る
）、
漢
文
は
そ
の
段
の
ほ
ぼ
全
体
を
訳
し

て
い
る
。
訳
出
し
て
い
な
い
の
は
、
冒
頭
の「
ふ
だ
ん
は
泥
人
形
の

よ
う
で
あ
っ
た
（
事
な
き
時
は
泥
塑
人
の
ご
と
く
に
な
ん
）
…
」

と
い
う
秀
忠
の
人
物
評
価
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秀
忠
に
不
敬
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
筋
だ
け
を
訳

そ
う
と
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

漢
文
訳
に
つ
い
て
は
、
二
者
と
も
字
数
に
大
差
は
な
い
。
た

だ
、
井
伊
直
孝
の
戒
め
の
言
葉
の
訳
し
方
が
違
う
。
こ
の
訳
し
方

が
腕
の
見
せ
所
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
流
水
訳
の

「
上
下
一
体
以
就
其
治
也
」
は
原
文
に
対
応
す
る
箇
所
は
な
く
、

流
水
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

原
文
の
「
時
の
鼓
」
は
、
両
者
と
も
「
時
計
（
自
鳴
鐘
）」
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
崑
山
訳
で
は
「
時
計
を
止
め
た
（
停
自

鳴
鐘
）」
と
な
り
、
流
水
訳
で
は
、「
鐘
を
打
つ
バ
チ
を
は
ず
し
た

（
移
鐘
錘
）」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
時
計
の

普
及
を
反
映
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
（
懐
徳
堂
の
文
献
の
中
に

も
「
自
鳴
鐘
」
を
歌
っ
た
歌
が
あ
る
（
五
井
蘭
洲
『
新
題
百
首
和

歌
』、
中
井
竹
山
「
和
歌
新
題
百
首
詩
」（『
奠
陰
集
（
詩
集
）』
巻

二
所
収
））。

崑
山
訳
で
は
「
吏
情
不
達
、
姦
臣
蜂
起
」
の
部
分
は
「
官
吏
が

し
っ
か
り
し
な
い
と
奸
臣
が
起
き
る
」
と
い
う
原
因
結
果
関
係
を

表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
や
や
わ
か
り
に
く
い
。

流
水
訳
で
は
、「
一
日
」
が
「
あ
る
日
」
と
い
う
限
定
だ
と
す

る
と
正
確
さ
に
か
け
る
。
ま
た
「
媚
之
偽
」
の
部
分
は
「
た
ぶ
ら

か
す
（
之
が
偽
り
を
媚
た
ぶ
ら
かす
）」
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
わ
か
り
に
く

い
箇
所
で
あ
る
。

（
六
）「
宇
野
怒
円
（
天
満
の
酒
造
家
）
の
話
」

【
出
典
】
未
詳
。

大
阪
の
天
満
で
醸
造
業
を
営
む
宇
野
怒
円
が
一
人
娘
を
貧
乏

だ
が
親
孝
行
な
播
磨
出
身
の
雇
い
人
に
嫁
が
せ
る
話
で
あ

る
。
怒
円
は
、
ま
ず
親
戚
を
、
次
に
娘
を
説
得
し
、
最
期
に

雇
い
人
本
人
を
説
得
し
よ
う
と
す
る
が
本
気
に
し
な
い
の

で
、
そ
の
母
を
呼
び
寄
せ
、
担
保
に
取
ら
れ
た
田
畑
を
取
り

替
え
し
て
や
っ
て
、
無
事
結
婚
さ
せ
る
。
孝
子
顕
彰
運
動
を

展
開
し
た
懐
徳
堂
ら
し
く
、
怒
円
が
孝
子
を
尊
重
し
た
点
を

評
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
話
の
出
典
は
残
念
な

が
ら
未
詳
で
あ
る
。
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其
家
貧
、
傭
賃
于
宇
野
氏
、
事
母
至
＊
孝
。
怒
円
愛
重
之
、
乃
欲

予
其
女
而
懼
親
戚
或
拒
之
也
、
密
謂
其
女
曰
、「
予
既
為
汝
定
配

何
如
＊
。」
女
曰
、「
唯
命
＊
是
従
。」
怒
円
乃
召
傭
人
而
告
之
故
、

傭
弗
信
。
遂
召
其
母
、
母
曰
、「
有
田
数
頃
、
既
以
典
于
人
。」
円

乃
贈
白
金
三
百
両
以
償
之
。
終
＊
嫁
其
女
。（『
紫
蘭
叢
』）

〔
校
勘
（『
簣
山
文
稿
』
十
七
葉
裏
と
の
異
同
）〕
○
至　
『
簣
山

文
稿
』
は
「
尤
」
に
作
る
。
○
如　
『
簣
山
文
稿
』
は
「
若
」
に

作
る
。
○
命　
『
簣
山
文
稿
』
は
「
父
命
」
に
作
る
。
○
終　
『
簣

山
文
稿
』
は
「
遂
」
に
作
る
。

中
井
柚
園

坂
之
醸
家
有
宇
野
怒
円
者
、
其
女
歳
二
十
未
嫁
。
親
戚
故
旧
有

勧
嫁
、
不
可
。
有
一
傭
作
、
自
播
来
者
。
怒
円
聞
其
孝
謹
而
欲
妻

之
、
恐
親
戚
不
従
、
語
之
故
、
問
其
旨
、
僉
許
諾
。
又
告
其
女
。

女
曰
、「
不
敢
唯
命
之
従
。」
遂
以
告
傭
作
、
哂
而
弗
信
。
乃
召
其

母
、
辞
曰
、「
初
有
田
、
既
以
質
于
人
。
不
可
以
従
命
也
。」
怒
円

乃
贈
金
償
田
、
遂
以
成
婚
。（『
柚
園
数
記
』
十
三
葉
表
）

簣
山
の
訳
は
、『
簣
山
文
稿
』「
小
史
篇
」
に
も
見
え
る
。
若
干

の
異
同
は
、
上
記
校
勘
の
通
り
で
あ
る
。
表
記
ミ
ス
に
よ
る
異
同

で
は
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
は
、『
紫
蘭
叢
』
に
見
え
る
の
が
未

定
稿
で
、
簣
山
が
「
小
史
篇
」
を
ま
と
め
る
際
に
文
言
を
変
更
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
話
は
、
怒
円
が
、
親
戚
、
娘
、
本
人
（
そ
の
母
）
と
い
う

以
下
、
柚
園
『
紫
蘭
叢
』
十
七
葉
表
～
に
見
え
る
崑
山
、
友
雲

子
、
簣
山
の
訳
を
見
て
み
よ
う
。

三
村
崑
山

大
阪
天
馬
郷
有
宇
野
怒
円
、
家
頗
富
、
業
醸
酒
。
有
一
女
、
歳

二
十
未
適
人
、
人
或
勧
婚
不
応
。
家
有
庸
作
鄱
人
也
。
怒
円
聞
其

謹
厚
孝
子
而
欲
予
焉
、
恐
族
人
不
肯
、
謂
之
曰
、「
女
之
配
既
定

矣
。
請
勿
厭
其
貧
陋
。」
咸
曰
、「
諾
。」
謂
其
女
、
女
曰
、「
唯
父

之
所
択
。」
於
是
召
庸
作
而
告
焉
、
弗
信
。
遂
遣
人
召
其
母
、
辞

曰
、「
家
有
田
数
頃
、
既
以
典
於
人
、
莫
以
為
生
。
何
以
得
妻
。」

怒
円
曰
、「
無
傷
已
。」
遂
妻
之
、
並
餽
白
金
三
百
両
以
償
還
其

田
。（『
紫
蘭
叢
』）

友
雲
子
（
＊
未
詳
）

大
阪
酒
戸
有
宇
野
怒
円
、
其
女
既
笄
、
親
戚
欲
為
議
婚
。
初
宇

氏
有
傭
奴
、
怒
円
聞
其
孝
、
召
而
問
之
曰
、「
親
老
家
貧
、
質
田

以
養
焉
。」
怒
円
欲
女
之
？
、
恐
親
戚
不
従
、
乃
謂
之
対
曰
、「
吾

既
択
配
、
独
恐
公
等
不
従
耳
。」
曰
、「
子
欲
之
、
孰
敢
不
従
。」

怒
円
謂
其
女
曰
、「
傭
奴
至
孝
、
吾
欲
嫁
焉
、
如
何
。」
女
曰
、

「
大
人
欲
之
、
雖
水
火
不
敢
辞
也
。」
怒
円
大
喜
、
使
奴
迎
其
母
、

出
金
償
田
、
成
婚
而
後
？
反
之
。（『
紫
蘭
叢
』）

竹
島
簣
山

大
坂
天
満
有
宇
野
怒
円
者
、
以
醸
酒
為
業
。
怒
円
有
一
女
、
年

二
十
、
親
戚
欲
嫁
焉
者
数
、
怒
円
不
肯
。
有
家
隷
数
人
。
播
之
産
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順
番
で
説
得
し
て
い
く
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
怒
円
が

用
意
周
到
に
障
害
を
克
服
し
て
い
っ
た
こ
と
を
称
え
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

各
人
の
漢
文
訳
の
些
少
な
違
い
を
挙
げ
る
と
、
友
雲
子
の
訳
で

は
、
最
初
に
怒
円
が
雇
い
人
本
人
か
ら
、「
親
が
年
老
い
て
貧
し

く
、
田
を
質
入
れ
し
て
養
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る

点
が
他
と
は
違
う
（
他
の
訳
で
は
田
の
こ
と
は
後
で
母
か
ら
聞
い

て
い
る
）。

簣
山
の
訳
は
、
親
戚
を
説
得
す
る
話
が
な
い
（「
反
対
を
心
配

し
た
」
と
い
う
内
容
し
か
な
い
）。
ま
た
、
男
の
母
は
「
田
は
質

入
れ
し
て
い
る
」
と
い
う
だ
け
で
、「
だ
か
ら
嫁
を
迎
え
る
資
格

が
な
い
」
と
い
う
下
り
は
な
い
。
こ
れ
だ
と
、
質
の
肩
代
わ
り
を

求
め
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
雇

い
人
が
「
数
人
」
い
た
と
い
う
の
は
不
要
な
情
報
で
あ
ろ
う
。

柚
園
の
訳
は
こ
れ
も
お
そ
ら
く
先
輩
の
訳
を
参
考
に
よ
り
簡
潔

な
訳
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
男
の
反
応
が
「
哂
っ
て
」

信
じ
な
か
っ
た
と
い
う
は
他
の
訳
に
な
い
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、

簡
潔
な
の
は
よ
い
が
、
親
戚
を
説
得
す
る
件
が
「
語
之
故
、
問
其

旨
、
僉
許
諾
」
だ
け
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
説
得
し
た
か
わ

か
ら
な
い
。

（
七
）「
狐
に
化
か
さ
れ
た
話
」

【
出
典
】
未
詳
。
た
だ
し
、
落
語
に
は
類
話
が
あ
る
。

大
阪
商
人
の
召
使
い
が
堺
に
借
金
の
取
り
立
て
に
行
っ
て
そ

の
帰
り
に
狐
の
皮
を
買
っ
て
帯
の
後
に
挿
し
て
歩
い
て
い
る

と
駕
籠
か
き
た
ち
に
稲
荷
の
使
い
だ
と
間
違
わ
れ
る
。
駕
籠

か
き
た
ち
は
値
を
安
く
し
て
召
使
い
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
途

中
、「
ど
う
か
御
利
益
を
」
と
お
願
い
す
る
。
召
使
い
は
駕

籠
か
き
た
ち
の
勘
違
い
を
い
い
こ
と
に
稲
荷
の
使
い
の
振
り

を
し
て
「
誠
心
誠
意
お
祈
り
す
れ
ば
き
っ
と
適
う
で
あ
ろ

う
」
と
言
っ
て
、
結
局
、
駕
籠
代
も
払
わ
ず
に
降
り
る
。
姿

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
拝
ん
で
い
る
駕
籠
か
き
た
ち
を
見
て

笑
い
が
止
ま
ら
な
い
召
使
い
で
あ
っ
た
が
、
家
に
戻
っ
て
み

る
と
集
金
し
た
金
が
な
い
。
そ
こ
で
や
っ
と
駕
籠
に
忘
れ
た

こ
と
に
気
付
く
が
時
既
に
遅
し
で
あ
っ
た
。

と
い
う
話
で
あ
る
。
簣
山
と
柚
園
の
訳
に
は
、
迷
信
の
打
破
を
目

指
し
た
懐
徳
堂
ら
し
く
「
世
間
で
信
じ
る
迷
信
は
ほ
と
ん
ど
こ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
評
語
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
こ
の
ま
ま
の
話
を
見
つ
け

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
刊

の
噺
本
・
烏
亭
焉
馬
『
無
事
志
有
意
』
の
中
に
、「
玉
」
と
い
う

類
話
が
見
え
る
（
桃
多
楼
語
昔
作
）。
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。
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屋
敷
出
入
り
の
道
具
屋
が
剣
持
力
右
衛
門
に
毛
巾
着
を
買
う
よ

う
に
頼
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
道
具
屋
は
、
王
子
の
稲
荷
の
帰
り
に

本
郷
で
狐
の
皮
の
た
ば
こ
入
れ
に
尻
尾
を
キ
セ
ル
筒
に
し
た
の
を

買
う
。
駕
籠
に
乗
っ
て
市
谷
ま
で
行
く
途
中
、
駕
籠
か
き
は
、
尻

尾
の
キ
セ
ル
筒
が
羽
織
か
ら
出
て
い
る
の
を
見
て
稲
荷
の
使
い
で

は
な
い
か
と
思
う
。「
王
子
の
稲
荷
に
行
っ
た
後
、
市
谷
の
茶
の

木
の
稲
荷
の
辺
り
に
帰
る
」
と
聞
い
た
駕
籠
か
き
は
ま
す
ま
す
稲

荷
の
使
い
だ
と
思
い
こ
む
。
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
道

具
屋
は
使
い
に
な
り
き
り
、
え
ら
そ
う
に
す
る
。
そ
の
様
子
を
見

た
本
当
の
狐
が
「
素
人
も
油
断
で
き
な
い
」
と
言
う
（
注
19
）
。

江
戸
と
大
阪
と
い
う
舞
台
の
違
い
に
加
え
、
狐
だ
と
間
違
わ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
落
ち
も
違
う
。
だ
が
、
駕
籠
か
き
が
客
の
買
っ

た
狐
の
尻
尾
を
見
て
稲
荷
だ
と
間
違
え
て
崇
め
る
と
い
う
趣
向
は

共
通
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
趣
向
を
題
材
に
し
た
様
々

な
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
に
残
る
古
典
落

語
「
稲
荷
俥
」
も
同
類
の
話
で
あ
る
。
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。

大
阪
で
は
車
夫
が
狐
に
だ
ま
さ
れ
る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
車
夫

た
ち
は
夜
び
く
び
く
し
て
い
た
。
そ
れ
を
よ
い
こ
と
に
、
あ
る
客

が
稲
荷
の
使
い
だ
と
嘘
を
つ
い
て
、
た
だ
乗
り
し
て
、「
お
前
は

福
を
授
か
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
残
し
て
去
っ
た
。
ま
ん
ま
と
だ
ま

さ
れ
た
と
思
い
き
や
、
客
が
財
布
を
忘
れ
て
い
っ
た
の
で
、
車
夫

は
思
わ
ぬ
大
金
を
手
に
入
れ
、
本
当
に
稲
荷
の
お
陰
だ
と
思
っ
た

と
い
う
話
。

こ
れ
は
、
駕
籠
が
人
力
車
に
な
っ
て
い
る
点
や
狐
だ
と
間
違
わ

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
違
う
も
の
の
、
最
後
の
ど
ん
で
ん
返
し
は
漢

文
訳
の
話
と
共
通
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
伝
承
系
統
を
同
じ

く
す
る
話
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
崑
山
、
簣
山
、
柚
園
に
よ
る
漢
文
を
見
て
み
よ
う
。

三
村
崑
山

賈
豎
臘
月
収
債
於
界
浦
。
帰
途
買
一
狐
皮
、
挿
之
帯
後
以
行
。

外
套
下
微
露
狐
尾
。
轎
夫
覩
之
、
以
為
狐
精
也
。
両
夫
相
目
低
価

勧
乗
轎
。
途
請
曰
、「
吾
儕
数
口
之
家
、
両
肩
所
営
、
不
足
以
活

也
。
願
君
幸
憫
錫
福
。
憩
則
沽
酒
与
油
味
以
進
。」
過
稲
荷
祠
、

則
請
下
轎
拝
之
。
豎
初
怪
、
既
而
寤
＊
、
乃
妄
言
詭
辞
、
以
調
＊

之
、
且
曰
、「
獲
福
与
否
存
乎
誠
心
之
有
亡
矣
。
汝
致
誠
竭
力
、

以
敬
奉
焉
。
我
豈
無
相
酬
之
哉
。」
轎
夫
益
喜
唯
謹
。
及
郊
、
豎

恐
生
破
綻
、
乃
下
轎
、
与
之
銭
而
別
、
固
辞
弗
受
。
去
而
顧
之
、

則
稽
顙
膜
拝
＊
、
如
謝
恩
者
、
以
至
影
形
滅
。
豎
不
勝
捧
腹
走
帰

家
。
探
懐
中
、
無
嚢
金
。
於
是
愕
然
初
悟
其
遺
留
轎
中
、
以
致
轎

夫
之
喜
謝
也
。
明
旦
往
訪
之
、
莫
知
踪
跡
。（『
花
間
笑
語
』
一
五

四
話
）

〔
校
勘
〕
○
寤　

懐
徳
堂
文
庫
本
は
穴
冠
に
な
っ
て
い
る
。

〔
注
〕
○
調　

振
り
仮
名
「
ナ
ブ
ル
」。
○
膜
拝　

音
は
「
ボ
ハ
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イ
」。
手
を
打
っ
て
拝
む
。

竹
島
簣
山

一
隷
人
臘
月
往
界
浦
、
収
主
家
之
債
而
反
。
安
立
街
鬻
狐
皮

者
、
就
而
買
之
。
乃
挿
背
後
而
行
。
狐
尾
垂
襦
下
、
轎
夫
誤
為
狐

精
也
、
強
而
上
之
轎
。
途
請
曰
、「
吾
輩
困
苦
落
魄
已
数
年
。
今

日
幸
遇
明
神
、
願
為
降
景
福
。」
隷
始
不
解
＊
其
意
、
既
而
覚
之
、

従
調
謔
之
。
遂
至
今
宮
村
、
隷
曰
、「
我
居
近
。
汝
従
此
去
。」
乃

与
之
銭
、
固
辞
而
不
受
、
拝
謝
致
敬
、
若
受
賜
者
。
隷
匿
笑
而

去
。
既
帰
主
家
、
探
其
懐
中
、
始
覚
遺
失
嚢
金
于
轎
内
也
。
後
左

海
道
伝
言
、
轎
夫
僥
倖
、
獲
福
于
明
神
云
。（
世
俗
之
怪
談
、
尋

其
緒
、
率
皆
如
此
。）

評
曰
、
世
俗
以
狐
為
稲
荷
神
者
非
也
。
夫
狐
者
曰
神
之
役

使
而
已
。
且
其
性
陰
柔
而
畏
犬
者
、
豈
能
変
貌
以
蠱
惑
人

哉
。
特
是
児
女
子
之
談
、
而
君
子
非
所
当
言
矣
。（『
簣
山
文

稿
』
十
八
葉
裏
～
、「
小
史
篇
」
内
）

〔
校
勘
〕
○
解　
「
覚
」
を
胡
粉
で
消
し
て
直
す
。

中
井
柚
園

世
俗
誤
以
狐
為
稲
神
、
而
往
々
祈
福
焉
者
非
矣
。
狐
則
稲
神
之

役
者
也
。
浪
華
商
人
嘗
至
左
浦
、
取
債
而
帰
。
途
買
狐
皮
以
挿
之

背
後
、
尾
端
出
於
襦
下
。
轎
夫
視
之
、
以
為
稲
神
也
、
勧
之
上

轎
。
行
語
商
人
曰
、「
吾
貧
甚
。
願
神
哀
之
、
幸
降
福
焉
。」
商
人

忍
笑
、
調
戯
之
。
既
而
詣
広
田
。
下
轎
別
去
。
轎
夫
膜
拝
若
謝
恩

者
。
商
人
帰
家
、
探
金
懐
中
則
亡
矣
。
蓋
其
置
轎
中
而
遺
之
。
而

轎
夫
以
為
神
之
恵
耳
。（『
柚
園
数
記
』
四
葉
表
）

以
上
、
文
章
の
長
さ
に
も
違
い
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
も
有
無

が
あ
る
。
例
え
ば
、「
駕
籠
か
き
が
召
使
い
を
乗
せ
る
と
き
値
を

安
く
し
た
」
こ
と
や
、「
御
利
益
を
賜
れ
ば
酒
な
ど
を
お
供
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
台
詞
や
、
稲
荷
を
過
ぎ
た
時
、
召

使
い
を
降
ろ
し
て
拝
ま
せ
た
こ
と
（
召
使
い
が
勘
違
い
に
気
づ
く

き
っ
か
け
の
一
つ
か
）、
召
使
い
が
駕
籠
を
降
り
た
の
は
ば
れ
る

の
を
恐
れ
て
と
い
う
の
は
、
崑
山
訳
に
だ
け
見
え
る
。
一
方
、
召

使
い
が
狐
の
皮
を
買
っ
た
場
所
を
安あ
ん

立り
ゅ
う

町ま
ち

、
召
使
い
が
駕
籠
を

降
り
た
場
所
を
今
宮
村
と
固
有
名
詞
を
挙
げ
る
の
は
、
簣
山
訳
だ

け
で
あ
る
。
結
末
も
、
崑
山
訳
は
「
明
朝
、
駕
籠
か
き
を
探
し
た

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
す
る
の
に
対
し
、
簣
山
訳
は
「
後
、

駕
籠
か
き
が
明
神
に
福
を
授
か
っ
た
と
い
う
噂
が
広
が
っ
た
」
と

し
て
い
る
。
原
話
は
お
そ
ら
く
以
上
の
情
報
を
す
べ
て
盛
り
込
ん

だ
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、
訳
者
が
自
分
で
情
報
を
取
捨
選
択
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
柚
園
訳
は
こ
の
話
も
い
ち
ば
ん
簡
潔
に
仕

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
主
人
公
も
召
使
い
で
は
な
く
金
を
貸
し
て
い

た
商
人
本
人
に
な
っ
て
い
る
。
話
の
大
筋
に
影
響
し
な
い
情
報
は

省
略
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
懐
徳
堂
で
は
、
史
談
や
巷
に
流
布
す
る
講

談
・
小
咄
を
漢
文
に
訳
す
練
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。
漢
文
教
育
の

観
点
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
点
が
参
考
に
な
ろ
う
。

１
、
短
く
て
完
結
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
身
近
な
話
を
教
材

と
し
て
い
た
こ
と
。
教
訓
の
含
ま
れ
て
い
る
話
も
あ
る
が
、
史

談
と
は
言
っ
て
も
単
な
る
笑
話
の
よ
う
な
話
も
あ
る
。

２
、
直
訳
で
は
な
く
意
訳
で
あ
り
、
各
自
が
情
報
を
再
整
理
す
る

な
ど
工
夫
を
加
え
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
を
見
せ
合
っ
て
そ
の
優
劣
を
議
論

し
合
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
の
我
々
に
と
っ
て
も
各
自
の
訳

の
違
い
を
分
析
す
る
こ
と
は
漢
文
を
考
え
る
教
材
に
な
る
。

な
お
、
二
章
冒
頭
で
紹
介
し
た
『
南
山
霧
雨
』
に
つ
い
て
も
、

以
上
１
、
２
の
特
徴
は
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
分

析
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

中
井
履
軒
に
は
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
『
通
語
』
と
い

う
著
作
が
あ
る
が
、
あ
る
い
は
漢
文
実
作
練
習
と
し
て
の
目
的
も

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
、
懐
徳
堂
に
お
け
る
漢
文
教

育
関
係
資
料
と
し
て
、
並
河
修
蔵
（
号
蜑
街
、
懐
徳
堂
最
後
の
教

授
で
あ
っ
た
寒
泉
の
子
、
二
十
歳
で
夭
折
）
の
『
蜑
街
先
生
残

稿
』（『
復
文
草
稿
』（
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、『
記
事
稿
』（
文

久
甲
子
・
四
年
（
一
八
六
四
）））：919.5/T

A
N

）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
紹
介
、
分
析
も
ま
た
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

注

（
１
）	「
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
六
月
定
書
」
は
、
懐
徳
堂
内
に
寄
宿
し
て

い
た
書
生
の
生
活
態
度
に
つ
い
て
、
中
井
竹
山
が
定
め
た
最
も
代
表
的

な
規
定
で
あ
る
（『
懐
徳
』
十
一
号
（
昭
和
八
年
刊
）
の
中
井
木
菟
麻
呂

「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」
中
に
「
懐
徳
堂
壁
署
三
面
」
の
一
つ
と
し
て

翻
刻
さ
れ
て
い
る
）。
そ
の
第
五
条
に
、「
休
日
其
外
間
暇
之
節
ハ
、
和

漢
之
軍
書
并
近
代
之
記
録
物
等
心
懸
読
可
申
事
」
と
あ
る
。

（
２
）	

原
文	

　

履
軒
先
生
『
修
辞
通
』
曰
、「
学
文
宜
先
学
叙
事
。
不
学
叙
事
、
其
文

必
不
能
精
熟
。
学
叙
事
法
、
勿
論
野
史
小
説
、
日
常
事
務
、
委
巷
叢
話
、

皆
訳
以
漢
語
、務
使
与
事
相
当
、不
得
鹵
莽
。
文
章
法
亦
多
端
。
有
直
筆
、

有
婉
辞
、有
遠
而
映
之
者
、有
逼
而
取
之
者
。
若
不
善
議
論
、不
識
裁
制
、

其
叙
事
必
冗
長
不
振
之
弊
。
必
須
両
者
相
発
、
以
致
筆
下
変
化
。
然
議

論
之
文
、非
稍
渉
猟
文
史
胸
中
具
小
見
識
者
、不
能
作
也
。」（
天
巻
十
葉
）

（
３
）	
原
文

　

又
曰
、「『
文
章
瑕
疵
、
不
必
須
人
指
摘
、
多
作
乃
自
知
。』
欧
陽
永
叔

此
言
、
蓋
欲
人
務
多
作
也
。
文
章
之
道
、
雖
有
奇
才
、
不
多
作
、
必
不
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能
巧
。
西
人
猶
然
、
況
東
方
乎
。
時
有
善
師
、
亦
須
従
咨
問
以
資
啓
発
、

亦
不
為
無
裨
。
然
務
能
多
作
、不
必
由
師
授
。
苟
傲
惰
憚
煩
、不
能
多
作
、

日
提
耳
詔
之
、
亦
不
能
成
也
。」（
天
巻
十
一
葉
）

（
４
）	

北
宋
・
陳
師
道
『
後
山
詩
話
』
に
、
欧
陽
脩
が
文
章
上
達
の
コ
ツ
と

し
て
「
看
多
（
多
読
）」「
做
多
（
多
作
）」「
商
量
多
（
よ
く
推
敲
す
る

こ
と
）」
を
挙
げ
た
と
言
う
（
原
文
「
為
文
有
三
多
、
看
多
、
做
多
、
商

量
多
也
」）。
ち
な
み
に
、
欧
陽
脩
『
帰
田
録
』
巻
二
で
は
、
文
章
の
着

想
に
適
し
た
場
所
と
し
て
「
馬
上
」「
枕
上
」「
厠
上
」
の
「
三
上
」
を

挙
げ
る
。

（
５
）	

出
典
は
、
劉
向
『
列
女
伝
』
に
見
え
る
南
山
の
玄
豹
（
黒
豹
）
の
話

で
あ
る
。
役
人
に
な
っ
て
財
を
成
し
た
答
子
に
対
し
て
、
妻
が
「
南
山

の
玄
豹
は
霧
雨
が
七
日
続
い
て
も
食
物
を
食
べ
ず
に
毛
を
潤
し
て
文
様

を
美
し
く
し
ま
す
（
飽
其
志
、
飢
其
腹
、
将
欲
以
沢
其
毛
而
成
文
章
也
）」

と
言
っ
て
、
欲
を
追
い
求
め
る
答
子
を
諫
め
た
。
橘
隧
は
、
世
間
か
ら

距
離
を
置
き
文
章
の
研
鑽
を
積
む
自
分
た
ち
を
表
す
も
の
と
し
て
こ
の

題
名
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
６
）	

拙
稿
『
簣
山
文
稿
』
解
題
（
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
』

共
同
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
７
）	

拙
稿
「『
花
間
笑
語
』
と
江
戸
小
咄
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
大
阪
府

立
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
三
七
号
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
８
）	『
武
辺
咄
聞
書
』
に
つ
い
て
は
、
菊
池
真
一
「
武
辺
咄
研
究
︱
『
武
辺

咄
聞
書
』
基
礎
調
査
」（『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
九
号
、
一
九

八
三
年
）
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
一
二
〇
話
ま
で
は
、
句
読
点
も
施

さ
れ
た
本
文
が
、
菊
池
真
一
氏
Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.kikuchi2.com

/

buhen/buhaki.htm

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）	

池
田
公
一
『
戦
国
の
い
た
ず
ら
者　

前
田
慶
次
郎
』（
宮
帯
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。
脇
差
を
差
し
て
風
呂
に
入
っ
た
話
は
、『
可
観

小
説
』
巻
三
三
「
前
田
慶
次
の
逸
事
」（
金
沢
文
化
協
会
、一
九
三
六
年
、

六
四
三
頁
）
や
『
三み

壺つ
ぼ

聞
書
』
巻
一
「
利
家
公
御
先
祖
の
事
」（
石
川
県

図
書
館
協
会
、
一
九
三
一
年
、
九
頁
）
に
見
え
る
。

（
10
）	『
益
軒
全
集
』
巻
八
（
益
軒
全
集
刊
行
部
、一
九
一
一
年
）、一
三
九
頁
。

（
11
）	『
柚
園
数
記
』
で
は
、
こ
の
後
に
、
文
化
乙
丑
（
二
年
（
一
八
〇
五
））

の
日
付
の
あ
る
文
章
が
あ
る
が
、
柚
園
十
歳
の
頃
な
の
で
制
作
年
代
と

は
考
え
が
た
い
。

（
12
）	『
益
軒
全
集
』
巻
八
、
一
一
九
頁
。

（
13
）
赤
槍
が
戦
功
を
挙
げ
た
者
だ
け
に
許
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、『
朝
野
雑
載
』
な
ど
で
も
再
三
見
え
る
（『
朝
野
雑
載
』
巻
五
（『
益

軒
全
集
』
巻
八
、
一
三
九
頁
）、
巻
十
五
（『
益
軒
全
集
』
巻
八
、
五
三

〇
頁
））。
前
出
の
前
田
慶
次
郎
が
使
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
（『
可
観
小

説
』
巻
三
三
「
前
田
慶
次
の
逸
事
」（
金
沢
文
化
協
会
、
一
九
三
六
年
、

六
四
二
頁
）（
池
田
公
一
『
戦
国
の
い
た
ず
ら
者　

前
田
慶
次
郎
』
一
五

四
頁
）。『
常
山
紀
談
』
巻
十
六
、三
四
一
「
前
田
慶
次
が
事
」）。
そ
の
他
、

『
常
山
紀
談
』
巻
十
、二
一
七
「
沢
村
大
学
朱
柄
の
鎗
を
持
す
る
事
」（
菊

池
真
一
編
『
常
山
紀
談　

本
文
篇
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
、
一
四
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五
頁
）、『
常
山
紀
談
』
巻
十
、
二
三
三
「
井
口
与
市
主
従
功
名
の
事
」

（
同
上
書
、
一
五
二
頁
）。

（
14
）	
刎
頸
の
交
わ
り
（『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
伝
）：
武
勇
を
誇
る
廉
頗
は

弁
舌
で
出
世
し
た
藺
相
如
が
自
分
よ
り
高
位
に
あ
る
の
を
不
満
に
思
い
、

会
え
ば
辱
め
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
藺
相
如
は
廉

頗
を
避
け
た
。
意
気
地
が
な
い
と
不
満
が
る
家
来
に
、藺
相
如
は
「
我
々

が
争
う
と
国
家
の
た
め
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
」
と
言
う
。
そ
の
こ
と
を

聞
い
た
廉
頗
は
恥
じ
入
り
、藺
相
如
に
侘
び
を
入
れ
、以
後
、親
友
に
な
っ

た
と
い
う
話
。
国
家
の
た
め
に
私
闘
を
避
け
る
と
い
う
点
、
平
松
金
次

郎
の
話
と
通
じ
る
。

（
15
）	『
武
辺
咄
聞
書
』
四
七
（
三
九
頁
）「
平
松
金
次
郎
一
番
鎗
の
㕝
」（
嘉

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
刊
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
の
題
）。『
常

山
紀
談
』
巻
六
、
十
四
（
第
百
四
十
二
段
）「
平
松
金
次
郎
始
末
の
事
」。

な
お
、『
武
辺
咄
聞
書
』
の
『
常
山
紀
談
』
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
菊

池
真
一
氏
に
「『
武
辺
咄
聞
書
』
と
『
常
山
紀
談
』」（『
甲
南
国
文
』
三

二
号
、
一
九
八
五
年
）
と
い
う
論
考
が
あ
る
。

（
16
）	

こ
の
話
は
、
後
の
懐
徳
堂
の
学
者
・
並
河
寒
泉
も
漢
文
訳
を
作
っ
て

い
る
（『
寒
泉
文
集
』（
天
保
二
年
（
一
八
三
二
））
以
降
）
に
見
え
る
。

辛
丑
の
年
（
一
八
四
一
）
の
作
で
あ
る
。

　

	

軽
海
之
役
、
織
公
有
大
利
、
佐
々
成
政
・
池
田
恒
興
共
撃
、
獲
斎
藤

氏
之
良
・
稲
葉
又
右
元
、
以
献
焉
。
公
大
悦
、
将
記
注
其
功
、
二
人

相
譲
不
受
、
功
無
所
帰
、
公
憮
然
。
僧
鴻
有
機
警
、
前
曰
、「
是
非
二

人
所
知
矣
。」
公
怪
問
、「
然
則
誰
之
力
。」
曰
、「
夫
瓜
実
時
至
而
熟
、

脱
然
自
解
蔕
。
又
右
之
首
、
亦
猶
此
耳
。」
公
澳
然
。

（
17
）	

小
瀬
甫
庵
『
信
長
記
』
巻
一
之
上
「
美
濃
国
森
部
合
戦
事
」（
小
瀬
甫

庵
撰
・
太
田
資
房
輯
録
『
信
長
記
・
太
閤
記
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一

九
一
〇
年
、
四
五
頁
）、
岡
谷
繁
実
『
名
将
言
行
録
』（
文
成
社
、
一
八

九
六
年
、巻
十
七
「
佐
々
成
政
」）
に
も
見
え
る
。
だ
が
、『
名
将
言
行
録
』

で
は
池
田
恒
興
で
は
な
く
、前
田
利
家
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、両
書
と
も
、

二
人
が
譲
り
合
っ
て
埒
が
あ
か
な
い
の
で
、
柴
田
勝
家
が
そ
の
首
を
あ

げ
、
そ
の
次
第
を
報
告
す
る
と
信
長
は
三
人
と
も
褒
め
た
と
い
う
。

（
18
）	

浦
井
祥
子
『
江
戸
の
時
刻
と
時
の
鐘
』（
岩
田
書
院
〈
近
世
史
研
究
叢

書
９
〉、
二
〇
〇
二
年
）
二
六
頁
参
照
。
な
お
、
時
の
鐘
は
上
野
・
寛
永

寺
に
現
存
す
る
。

（
19
）	『
落
語
滑
稽
本
集
：
全
』（
国
民
図
書
〈
近
代
日
本
文
学
大
系
22
〉、
一

九
二
八
年
）一
〇
六
六
～
一
〇
六
七
頁
。
宇
井
無
愁『
落
語
の
原
話
』（
角

川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
七
九
～
八
〇
頁
。

＊
本
稿
は
、
平
成
二
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｃ
（
課
題
番

号16K
04800

）「
普
遍
性
と
多
様
性
を
考
慮
し
た
漢
文
教
材
の
開
発
」〔
研

究
代
表
者
・
湯
城
吉
信
〕
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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